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資料 1－上越タイムス（2012年 10月 3日）に掲載 
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資料 2－上越タイムス（2012年 11月 28日）に掲載 
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資料 3－新潟日報（2012年 11月 17日）に掲載 

 

 

 

 

  

 

著作権の問題で電子化公開できないため掲載記事は削除 冊子体でご確認ください 

＜新潟日報掲載要旨＞ 

「認知症の理解・支援を学ぶ」と題したセミナーが直江津学びの交流館で開かれ、市民

約２０人が認知症の基礎知識や対応の仕方を学んだ。 

 同館が県立看護大学や市高齢者支援課と連携して企画した５回連続講座の初回。 

講師の城戸裕子・同大准教授は、特別養護老人ホームに勤めていた際の出来事を振り返

り、認知症女性が何かを探す行動を続けていたが、職員が一緒に探すしぐさをしたこと

でその行動がなくなったと説明。「異常行動と捉えるのではなく、その人の世界に近づ

いていけるかが大切」と呼び掛けた。 


